
台風の接近に注意してください

台風が接近しています。また、台風通過後も曇雨天、低温が続くので、

ブドウのべと病・黒とう病及びモモのせん孔細菌病の発生に注意しましょう。

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします



山梨県農業共済組合 （ＮＯＳＡＩ山梨） 本所 TEL 055-228-4711

■中央支所 山梨市小原東1333-1 TEL 0553-22-5056

■南アルプス支所 南アルプス市小笠原1339-1  TEL 055-282-0443

■北部支所 韮崎市藤井町駒井3206-1 TEL 0551-23-1111

ブドウ べと病

● 感染から発病まで７～10日と短いので、防除暦に準じて散布間隔が10日以内になる

よう予防散布を徹底する。

● 散布予定日に降雨が予想される場合は、散布を延期

せず降雨前に散布する。また、散布後の連続的な降雨

や降雨量が多いと薬剤の効果が低下するので、散布

間隔を短くする。

● 農薬散布時に雨や夜露で葉が濡れている場合は、SS

の送風ファンなどで露を払ってから散布する。

● 発病した房や葉を見つけたら、すぐに切り取り園外に持ち出し、二次感染を防ぐこと。

モモ せん孔細菌病

● 罹病枝、発病葉、発病幼果が伝染源になり、これらを残したまま強い風や雨が続く

と感染が拡大する怖れがある。罹病枝などは見つけ次第せん除し、薬剤防除を継

続的に徹底する。

● せん孔細菌病の果実での潜伏期間は５月頃で２～3

週間、６月頃で40日程度あるとされ、春型病斑があ

る場合はすでに感染している場合がある。袋掛け前

に前回の散布から間隔があき、降雨が予想される場

合は降雨前に追加散布を行う。

ブドウ 黒とう病

● 病原菌は降雨により伝染するので、散布予定日に降雨が予想される場合は、散布

を延期せず降雨前に散布する。散布の際は散布ムラのない

よう十分量を丁寧に散布する。

● 定期的に園内を見回り、病斑が見られる葉や新梢、果実、

巻きひげは見つけ次第取り除き園外に持ち出し処分する。
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